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ブナの純生産量(to､/ha/年）
図6ブナの純生産量とブナ以外の純牛産呈の関係
と考えられる。ブナ林全体の落葉量の平均値
(313ton/ha）は，只木（1976）がまとめた日本産ブナ
林の平均落葉量（38±L6ton/ha）の範囲に含まれてい
た。また，有峰西谷ブナ林の平均落葉量（2.88ton/ha）
よりわずかに大きな値であった。他の植物の落葉量は
009～0.25ton/haで，全体のブナの落葉量の3％～10％
で，年によって大きく変動した。
ブナの落枝量は0」2ton/ha（2000年）からLO7ton/ha
(1999年）まで，年によって大きく変動した。
ブナの果実の落下量について見てみると，0.01ton／
ha以上の堅果が落下した年は2000年（O02tolyha）と
1995年（0.01ton/ha）の2年だけであった。堅果を包
んでいる殻斗は1995年と2000年，2001年に001ton/ha
以上の落下が認められた。
堅果の落下が認められた年は1994年から2001年まで
に6回あった。最も多くの堅果が落下した年は2000年
(21個/㎡）であったが，その全ては虫食いであった。
次に多くの落下が認められた年は1995年で，わずか19
個/㎡であったが，健全果実が含まれており，翌年の
1996年には実生の発生が認められた。1997年と1998年
には1個/㎡の堅果の落下が認められたが，すべて未
熟であった。有峰西谷では1999年落下果実の中に健全
な堅果が14％含まれていた（野外教材研究委員会，
2001）ので，瀬戸蔵山でも健全果実の散布が期待され
たが，落下した堅果（3個/㎡）はすべて未熟であっ
た。2001年に認められた落下果実（7個/㎡）は，全
て8月までに落下した未熟な堅果であった。
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